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計
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時
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五
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刊
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わ
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時
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時
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A
r
lれ
一
日
ド
諮
問
絵

(三
ブ
ペド一町
長

短

じ

は

凶

一

仏

像

の

種

類

(

一

一

)

一

持
告
と
主
に
九
ぐ
ら
い
午
、
訴
の
話で
き
。
大
き
い
。
箆
ち
前
の
放
日壌が
、
こ
こ
問
題
が
い
山
た
と
主
主
氏
、ず
い
ぶ
ん
二
選
考
琴
、

京

に

ほ

怖

を

か

げ

て

昨

季

一

郎

)

一軒
憎
た
と
裂
を
した

eZ
有
こ

一

山

さ

ん
古
語
と
た
高
裁
一
氏

E
の作っ
た
ι芸
主
つ
の
実
を
結
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。
反
対
論
を
と
な
た
を
も
あ
っ
た
一
室
長

聖
言
、
要
は
衣
や
一
武

器

・

武

具

一

開

中
堅
実

w
Z宗
吉
方
向
と
形
で
沢
山
の
需
品
定

一

金

子

良

運

一

っ
た
こ
と
が
あ
一つ
に
入
会
し
た
こ
と
は
、
小
山
さ
ん
の
牧
出
さ
ん
寄
港
、
震
に
即
し
た
が
、
あ
く
ま
で
も
自治
主
ロ
£
刷
一
認
定
つけ
るが
、
裂
の
よう
一
雪
大
社
・章
、
事
岐
山
村
社
一
量
産
i

一ん
重
一
き
た
い
と
希
望
子
。

智一

B
E
E

一

一

%
署
長
っ
て
主
義
美
空
育
て
る
の
に
刀が

霊
的研
究
主
主
管
し
て
い
る
害
者
べ

一
戸海
器
用い
ず
、
程

表

品
一
・太
刀
(
銀
童
話
央
官
・
一命工
、
需

要

空

Z
創刊
し一
た
だ
自
の
疑
さ
と
細
部
州
事

，一

圏
掴
圃

仏
惨
と
い
う
官
一
は
毒
に
属
し
、
主
四

lf
一

震
と
な
る
と
、
鴇
あ
っ
た
。
従
来
、
ャ
キ
モ
ノ
と
築
山
ために
、
机上の研
究
と
は
事
コ
た
し
か
しモ

44占
さん
が
、一

ばれる
宮

状
の
器

2よ
み
刀
(
銘
則
国
)

一

にコヒコ
、
工
音
声

2
中心とした
一
t重
し
て
い
る
た
め
に
「
妻
、

一
期

嗣

芸

衆
の
正しい一

3
5、
需

F
E
F
S
3
2
3
E
Tので
あ
っ
た
が
、
こ
の
藤
幸
っ
て
い
る
。

ヶ
ン
カ
イ
で
い
ど
京
な
い
拘
史
氏
一
ら
ま
っ
て
い
る
と
も
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刊
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手
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一
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前

一

一

国

語

訪
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一

言

語
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一

詩

吟

話

器

手

小
山
富
士
夫
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の
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と

九

日

目

的

日

一

諮

問

信
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一
時

詰

撃

剛

警

つ

を

す

=
工
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明

記
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一

品

一

一

閥

幹

鉱

山

一

院

長

持

一

U

説

明

軒

々

と

っ

て

評

、

契

重

要

望

@

誌

社

刊

誌

一
晩

開

設

時

一

時

大
撃
さ
絞
山
建

一一
在

日

信

仰

ト

二

川
一一
一
紘
一
一一
一

盟

盟

主

計

一

説

法

廷

訪

日

一生

刊

日

当

事

到

な
っ

対

一
小
山
完
が
シ
ナ
陶

Z
E
E、

i
~諸
説

話

一
長

引

い

詰

伝

佐

H
U一
言

西

村

章
一
一

山
一一

書

記

一

一

理

舗

も
ち
ろ
ん
の
と
ζ

一はおのず
と
時
代
の
要
求
に
よ
っ
て
あ
一
年
孝
1
1
7
4
で
、
商
大
寺
害
対
す
る
喜
て
る
き
に
な
を
ね
ら
ヨ
結
果
に
なった
が
、
皇
室
芸
術
暴
露
、
望
一
を
表
示
し
て
い
る
。

語

調

遁

運

ga
--一喜

六
日
(
土
)
午後一
車

二

目
一問
問
崎

将
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一

電
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位

争

主

百
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室
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詩
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議
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臨
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顧

讃

電

日

本

耕

一

奇

襲

二
附
一一
一
一
一
一
一一一

一日
九
州
以
前
別
れ
れ
一
持
目
前
十
日

HIっ
て
一
都
併
判
明
子
短
訪
日
十
時
日
同
川
市
町
刊
ス
川
封
印
口
町
長

fuu諸
島

胆

一

詰

ザ

一

日

箱

詰

持

註

第

品

仏

教

室

陸

一
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L
U
ト
午
後
一
章
一
一

一諸

問

七

一向一

一一品
目
…
…
…
関
口
一
龍
一
…
端
一
知
的
諮
問
一
臨
海
間
一
一
日
間
続
弱
点
目付一
語
臨
調
一U
J
4
れ
十
詰
J
有
国
防

一

一
れで
あって
、
い
ずれ
あ
長
ホ
高
い
一

1
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1
1
11
』
』
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re
o
'
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t
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4
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7
4
'
1
1
11
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1
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-

施鶴田宮の印を結ぶか
、
あるいは
一
S

F

一いえば、題材
-m図
・悶子
・縫餓

一世
れ
て
い
る
仏
性
と
、
モ
れ
に
と
も
な
一
誌
を
もち
、
岩
上
で
は
い
わ
ゆ
一
の
で
雪
が
、
と
て
も
さ
ζ

で
そ
一
語
如
来
は
、
書
普
通
じ
て
吉
一
重

握
、
如
来
と
同
じ
〈
間
宮
-撃
を
済
容
な
が
ら
繍
の
熟

Z
の
一
提
言
ち
、
一
般
の
耳
目
盛
と
は
一

斎

藤

清

一塁
何
で
あ
っ
た
と
と
が
フ
ィ
ル
ム
的
一
と
い
っ
た
も
の
が
、
信
、
で
き
るだ

一ぅ
警
官
よ
っ
て
、
だ
いたい一

る
三
十
二
相
八
十
罪
毒
さ
れ
る
一
の
一
つ
一
つ
を
留
す
る
こ
と
はで一れ
ているが
、
阿
弥
陀
如
来
語
長
一
名
署
長
躍
を
つ
け
て
陛

5
一喜
っ
て
い
る
と
秘
か
れ
て
い
る
た
め
「
去
っ
き

普

毛

主

一

?

の

護

3告
で
宮
一号
無
理
が
な
か
っ
基
で
し
ょ一
揺
し
く
-
宣
言
し
い
と思いま

-一一
霊
長
官
別

2
2
1
13具
ぞ
い
る
喜
一
言
い
か
ら
、それ
ら
需
で
一
回
一
震
に
入
っ
て
、

iの
章
一
撃
が
乙
れ
に

2
8
5、乙一
E
一
部
長
如
来
と
同
共
通
し
要

量

盟

書

重

一た
ら
も
っ
と
感
情
が
で
な
い
で
与
一

i
sがあ
ん
な
に
:
て

aj)

一;
ぼ
如
来
、
菩
腕
、
明
王
(
悠
一

で
き
。
三
十
二相とい
われる
も
一
し
て
如
来
と
わ
か
る
一
一
二
ニ
の
霊
一
と
と
も
に
曜
ん
に
議
さ
れ
るように
一の

警

告

、す
べ
て将来
最

一た
い
く
つ
か
震
が
あ
っ
て
を
に
阿

国

国

関

盟

一世。

一ら
れた
官
費
で
し

2喜
一

。

一一語
凶
器
古
川臨
時
期
一
い
れ
れ
れ
一
…
話
器
訪
日
一
時
間
制
限
誠
一
一日一出制耕一
帯
当
哩
h

刷出諮問一
一
川
辺
市
3
u
一判
十
日
戸

樽一
時

郡

山

諮

問

持

一

封

建

詩

的

7
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-
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;
1
1
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1
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1
1
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1
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一

(

臣

家

)

一

石

川

弘

司

と

し

て

毒

一審

会

事

で
あっ

E
、
仏性一

は史
にそ
れ
を
詳
し
き
し
た
と
え
事
雪
、

Eく
E
3goe--s‘!‘-Sois--、i
j一
寝
が
脚
色
し
て
塁
間
古
に
威
主
一鮮
に
わ
た
っ
て
一
番
先
に
投
げ
つ

E
き

が

き

か

っ

た

の

で

あ

る

よ

。

一

審

E覧
し

露

骨

一

一

一
い
わ
れ
る
専
で
高
官
豆

町
「
春

香

伝

」

と

ケ

か
っ
た
。
「
聖
書
1

」とだれ
一れ

E、
「
震
落
」
の
問
題
で
あ
の
み

c
i
--4一

浅
野

晃

一
般
ベ
て
映
閣
官
事
よ
品
〈
磁

-

言
語
れ
る
冒
と
い
;
一

仰

ケ

2
3
5
3
4
3
4個人
Eっても
、正

望
星
放
」
の
号
、
て
一

2延
す
き
感
じ
で
す。

土

E飽
か
芝
居
乙
と
が
出
霊

園

一
さ
薬
事
あ
っ
て
電
電
載
し
τ
一
"

女
詩
人
自
信
愛
の
こ
と

仰
一
れ
は
朝
鮮
の
古
号
、
襲
五一新
日直に
寄
って
、
音
公
演
旅
行
と
と
い
る
と
い
う
ま
島
へ
の
子
人

7υ
ゆっ〈
D
鑑賞
で
き
よ
う
と
し
た。

一い
な
い
。
主
主

に

は

一

喜

三

秋

田

雨

雀

町
一
作
家
が
揮
し
、
モ
れ
吉
本
一
の
〈
の
間
警
は
?
な
っ
た
。
私
た
ち
の
一

2
3
2
5
2一
と
思
い
ま
す
。
せ
っ
か
患
者
一
番
の
多
く
が

2
8にな

一
装
童
話
け
ず
、普

5
1
2
rjHesigships-iiし

い
支
村
出
演出す
る
か
ら
と
い
う
…は
豪
、
平
等
大
田、
全
州、群
…
が
で
喜
い
。
し
か
し
、私たち

3
一
川
て
〈
る
の
に
富
の
紹
介が
あ
っ
さ
一
っ
て
い
た
の
喜
重
ア
ング
ルと綱

嶋
一
衣
と
署
員
舎
の

2
7
L一言
(
昭
和
二
一
)
と
い
え
あ
っ
宍

一
の
であっ
た
。
山
、
釜
山
、
査
の
諸
都
市
名
て
の
ハ
食
事
え
て
慶
州に向
っ
三
り
し
す
一ぎて
い
ま
し
た
。
一
号
ま
さ
に
き
毛
並
立

貯
一
網
哲
と
称
さ
れ
る
水
壊
の
護
が
一
ば
、
引
提
言
、
そ
し
王
室
機
関
あ
の
=
一
人
皇
写
ゼ
の
富
に
一
護
「
春
警
は
現
実
の
演
い
る
内
に
、
自

室

長

T抱
一定
除
、
私
た
ち
商
劇
の
昔
、
上
一
山
室
自
害
し
た
二=十一
書
提
と
需
と
を
つ

2事

時
一
郡
山
れ
れ
れ
昨
日
投
手
に
よ
っ
て
失
脚
さ
れ
た
美
童
書
怒
っ
て
い
た
と
い
毒
自
宅
、
私
た
ち
一
刊
誌
時
開
同
日
ω
…
鮮
上
妻
佑
殊
に
日
本
語
さ
一
代
理
女
作
の
一ゆいの

Z
Zン
一=一間堂の
仏
た
言
。
(語
家

)一
飽
舎
に
雪
震
と
蘭
門
官

一

一

博

士

が

、
人
民
戦
続
の
疑
い
で
検
事
さ
の
圏
内
℃
の
演劇
行劃が
ま
す

ま

す

困

-

守

れ

た

骨

楽

、

一雅
楽
」
の
演
務
を
闘
か
さ
一
ト
に
なってい
た。

一

仁

一

モえ
てい
ます。

噌
一
も
あ
る
。
塁
手
程
か
な
ら
善
一
れ
著
書
事
を
も
っ
て
か
ば
い
難
に
な
っ
て
す
ば
か
D
であっ
た@
…であっ
た
。
一
般
に
き
号
い
る
一
れ
た
時
に
は
、
私
た
ち
は
、
少
〈
皇
一
喜
入
居
愛
(
ベ
い
し

3
一

露

喜

一
手

書

2
62f底

知
一
留
を
結
ん
で
い
る
な
と
で
、
話
一
な
が
ら
、

悲
喜
た
び
た
び
盟
諸
君
し
た
き
に
、

3
5
5
E一
富
喜
?
な
つ
で
し
ま
っ
た
・

2Dきの
大
き
な
白
書
げ
て
一

量
っている内
容
に
つ
い
き
一音
に
そ

E
B手。

同
一
の
釈
迦
翼
、
阿
躍
如
来のほ
喜
一
本
語
票
撃
と
い
高
梁
で
五
、
フ
7
yシ
ヨ
再
空
語
的
主
と
し
て
、
そ
の
き
い
愛
人
の
蓄
を
・
尊
重
の
復
興
の
霊
に
対
し
て
私
半
月
夜
空
け
ん
げ
つ
や
そ
ん
)
の
プ
一ず
る
喜
毒

主
ぜんの
で
、
富
一

(喜
美
術
餅
闘
)

り一
師如来
、
多
裏
目
黒
来
、

2
2豊
富
荷
主
あ
っ
た
と
思
案
し
た
D
し
セ
そ
して
、
私
-
静
て
、

E革
害

2
2一
除
心
意
事
ぎ
た
。

一

?

ホ
1
ム
脅
列
車
と
一
望
者
と
し
五
形
に
つ
い
て
?
雪
申
一

o

跡一
語
毒
が
と
官
民
するが、
薬一
は、
と
ぞ
い
信
ぜ
ら
れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
前
理
君
、
古
典
面
露
で
あ
る
か
ら
、と
の
不
幸
な
、
し
か
ま
た
毒
事
望
書
需
の
文
…量

産

、
私
た
ち
籍
ん
ど
豊
一古

事
。

一

富

永

次

郎

宣
車
君
事
長
げ
る
薬
ま
い
一は同
暴
徒
と
し
毒
事
だれ
宣

言

演
の
ほ
定
道
主
な
い
と
い
う
こ一し、
空

震
に
と
っ
て
震
的
英
佑
遺
産
に
つ
い
て
歯
し
て
い
る
雪
し
て
い
ち
一
乙
の
君
臨
で
は
君
、
撮
っ
て
一
授
遺
作
の
器
置
は
ど
れ
品

司一
語
、
全
〈
同
長
あ
る
た
そ
そ
一
も
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
よ
い
と
に
な
っ
?
の
時
一
番
号
県
警
と
し
長
え
ら
れ
て
い
ノ
五
で

い
書
室
長
土
手
あ
る
…
「
円
相
変
(
ベ
い
与
え
い
了
白
一
い
る
対
象
そ
の
も
の
を
、
去
に
よ
く
一
昧

Zて
い
事
。
自

言

土
産

提

言
自
に
頼
る
ほ
かはな
一と
叫
ん
だ
年
で
あ
D
、
芝
、
あ
れ
ほ
私
た
ち
の
D
パ
l
トリー
に
入
って来
・あ
っ
た
。
あ
る
朝
鮮
の
友
人
は
「
襲
舎
の
で
」
許
更
す
と
、
そ
の
通
-
霊
!
」

一

見
せ
る
捕
さ
番
大
切
で
、
議
室
一
審
」
申
で
は
耐
と
い
っ
て
品

g

M
一い
・
た
話
回
で
も
ち
ょ
っ
と
触
れ
た
一
ど
才
能
も
昔
、
美
し
い
容
豊
富
だ
も
の
は
、
朝
鮮
古
事
「
妻
宅
径
一
で
は
書
は
号
も
の
で
は
な
く
、
今
そ
そ
の
若
い
学
在
「
全
〈
故
郷
.

「
E
E
S
P
E
2
p」
一ど
長
官
長
あ
く
ま
で
も
、
そ
の
一

「山
水
雲
」が
圧
巻
。
作
品
露
質

忠一
主
う
に
大
日
如
来

E
は例外で、

如
一
宅
雪
、
主
日
本
演
劇
誌
の
創
で
あ
っ
士
。
一
べ
る
も
の
で
す
よ
J

与
っ
た
と
と
が
の
人
」
で
あ
る
と
と
占
r
告
白
し
た
。
…
紫
雲

3
1、
純
息
チ
マ
草
一た
め
の
量
に
応
じ
た
γ
け
の
も
の
で
一世
ら
い
っ
て
、
蓄
に
よ
る
撃
が
よ

一系と
い
っ
て
も
ら
条
件
幅
減
合
せ
一
造
の
た
め
に
ほ
と
ん
ど
寝
食
霊
れ
て
官
、
と
のころ
、
震
の
作
家
摂
あ
る
が
、

「登
震
」
は
在
長
い
間
…
「
あ
の
語
を
組
み
合
わ
せ
た
僑
大
…
〈
私
た
ち
の
障
の
申
に
残
っ
て
い
た
一
雪
た
い
長
い
ま
す
。
し
か
し
実際
一〈
理
主
げ
、
な
ま
な
を
い
翼

一定
、
頭
燈
も
高
々
と
容
に
結
び
、
吉
一
い
る
よ
2
L、
周
囲
の
人
々
に
官
わ
れ
富
詰
(
詰
帰
伊
レ
ア
野
口
と
な
・
程
民
族
の
食
物
で
あ
っ
た
。
な
古
境
'
」
「見事な
均
(せん)舎が、乙の
突
し
い
翻
鮮
の
女
詩
人
は
、一
に
は
、
作
る
人
た
ち
の
、
い
わ
ゆ
る
一
感
を
与えます。
時
代
別
に
さ
@
作
品

一ら
び
や
か
な
装
掛
具
を
飾
D
、
宝唱団を一た
二人
の
男
女
が
、
あ
れ
ほ
ど
愛
し
て
-
っ
て
い
る
)
の
新
作
「
容
管
官
」
が
e

私
た
ち
が
「
容
香
田
」
を
も
っ
て
姻
e

F

1
ム
」
さらに府文
化の
影
響
と
一
聞
も
な
〈
ガ
ン
蕗を
病
ん
で
若
い
中
涯
一
「映
画的
構
成」の
た冶
L
、
銀
訴
の
一
を
終ったら
、
次
に
は
-
寺
、-閉山龍

一冠
っ
て
い
る
。
仏
教
の
教
え
を
脇
い
た
一
い
た
祖
国
を
足
げ
に
し
て
、聞
大
半
田
‘
日
本
で
出
警
れ
ず
れ
る
時
で
あ
る
一
鮮
に
渡
っ
た
の
は
一
基
一
八
年
の
十
一
一
忠
わ
れ
る
「
護
彩
墜
に
は
私
た
を
終
え
た
と
い
主
道
喜
け
元
。

一た
め
の
技
巧
に
臨
ち
る
乙
と
が
往
急
一
と
い
う
よ
コ
に
主
題
を
し
ぼ
っ
五
搾

-釈
迦
の
害
程
に
裂
を
も
た
ら
す
-
沢
の
閉
需
の
中
に
警
消

L
E
E
-
Z、
との作
句
者
多
才
な
村
山
知
一
月
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
私
主
は
朝
一
ち
は
、
文
字
通
D
「闘
い
た
巴
が
一

(一九五四
、
三
、
一
号
一
D
ま
す
。

一

さ

れ

き

と
を
重
し
手
。
(
作
銀
)
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